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身
体
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自
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な
子
供
た
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機
能
閥
復
訓
練
や
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生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
訓
練
・
指
導
す
る
施
設
で
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。
ま
た
十
六
歳
以
上
の
人
の
機
能
回
復
制
訓
練
施
設

も
含
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
利
局
さ
れ
て
い

ま
す
Q

こ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
を
追
っ
て

み
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

新
木
一
六
一
一
一
七

岱
(
八
八
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繁
っ
た
潔
後

を
機能喜議後謬11緩
itf内在住の在宅襲撃害者を持事えとし也長おの

控室害円程度により理学療法士の縫導で'J>、ど

りテーンヲンを行い、縫吉主将義主主年を語立後させ

ます。

ン

7
1
市
内
い
い
は
‘
級
協
交
換
の
ほ
か

に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
料
航
機
を
淡
町
え
た
制
御

援
が
あ
り
ま
す
か

会
後
{
期
十
五
%
知
初
仇
料
、
と
っ
く
ワ
と
抑
制
緩

で
き
る
州
知
叫
訳
出
灘
、
時
戸
め
ん
仏
緩
め
然
資
な

ど
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動
の
判
明
と
し
て
も

釦
刊
悶
刑
事
れ
て
い
る
問
問
枇
開
放
棄
や
点
字
的

点
訳
綴
な
ど
、
必
削
指
と
添
わ
れ
る
械
設

が
交
織
し
て
い

した拾党約金較的合棺鈴と、

知事整機予定、発達訟鱗験査、言語検

検夜、 i生詰鞍姦屯時F耳豪語瞥績
で丸、ますむ
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山
地
中
で
ゴ
ミ
を
捻
て
る
と
い
っ
た
不
時
事
家
機
ゴ
ミ
的
緩
め
カ
は
、
術
的
余
命
議
一
綴
M
M
後
‘
制
割
れ
ぎ
ラ
ス
は
、
プ
ラ

投
議
走
行
い
、
公
共
的
場
所
〈
公
開
酬
や
域
に
つ
い
て
、
閣
制
叩
一
際
的
ス
テ
i
ン
ヲ
ス
チ

y
p答
申
搬
を
醐
抗
出
摘
し
ま
す
今
袋
、

滋
路
な
ど
〉
を
非
衛
生
約
に
し
た
り
、
翁
ン
総
n
H
戦
術
織
と
な
り
ま
す
命
ヅ
ラ
ス
チ

ypi容
線
、
ふ
阻
臼
車
尚
一
端
組
明
者

交
通
を
防
げ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
‘
血
帯
階
部
総
ゴ
ミ
的
中
に
‘
棋
風
捕
時
お
よ
ぴ
ど
は
情
炎
相
時
間
制
緩
開
凶
品
格
に
泌
が
貸
与
し

し
か
も
、
営
業
…
号
、
ミ
が
、
多
醐
臓
に
お
縦
一
ず
と
ふ
浪
人
零
れ
て
い
る
絡
会
一
は
ま
す
。

き
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
@
収
薬
し
ま
せ
ん
の
で
ご
総
意
〈
ど
惑
い
。
事
会
紙
、
滋
総
数
伐
と
そ
で
絡
が

i

l

ざ

っ

か

い

総

な

ど

で

飛

ば

な

い

よ

う

に

、

ま

た

、

資

源

の

回

収

、

雑

芥

ゴ

ミ

の

あ

き

さ

や

ピ

ン

は

、

豊

星

雲

ー

、

ー

と

な

ど

し

て

‘

ゃ

に

山

内

務

総

が

酬

明

ら

な

い

抑

制

集

は

こ

う

な

れ

ソ

ま

す

き

に

令

各

毒

薬

殺

し

て

〈

ぎ

金
属
類
、
ピ
ン
、
ガ
ラ
ス
類
、
古
紙
、
入
す
る
か
、
名
札
を
つ
け
て
出
し
て
く
い
e

家

警

て

み

出

し

方

、

日

時

fdf祝
辞
七
九
十
日
計
十
一
一
三
資
重
苦
ン
ヴ
ペ
ベ
い
い
わ
れ
九
三

め

方

拡

こ

う

な

り

ま

す

た

聾

望

書

、

票

、

草

す

る

a

全

書

官

は

、

事

霊

是

蕊

く

だ

さ

い

m

、
時
、
方
法
で
出
し
て
〈
だ
さ
い
。
表
に
よ
り
、
足
二
題
、
総
廷
で
議
定
し

き
と
章
、
蓄
と
し
て
司
内
総
本
堤
ゴ
ミ
を
出
す
場
所
は
そ
れ
血
申
貴
重
富
語
、
各
室
か
ら
ま
す
。

t

資

源

、

雑

套

ミ

の

流

れ

が
議
み
え
る
さ
一
よ
梢
棋
を
健
闘
で
司
を
初
学
量
産
民
だ
け
が
照
知
す
出
港
れ
た
資
源
的
中
に
て
が
混
入
さ
品
全
線
お
よ
び
協
紅
茶
ゴ
ミ
の
義
務

縫
い
い
法
務
総
務
総
入
す
る
か
、
名
札
を
れ
ば
殺
絞
は
本
ー
描
慌
の
も
や
と
な
り
ま
す
。
れ
な
い
主
?
に
管
穫
し
、
隠
絞
築
審
に
寸
前
は
、
源
問
問
と
し
て
由
民
治
会
、
ま
た
は

付
け
て
く
だ
事
い
e

ニ
れ
は
、
殺
桜
が
緩
い
で
あ
る
と
L
C

兜
り
抽
惜
し
ま
す
旬
授
は
期
間
開
校
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出
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が
五
十
澄
融
市
{
塚
則
的
と

晶
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文
字

1
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〈
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む
滋
に
‘
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、
総
て
然
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イ
メ
l
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思
ず
毛
筆
ゴ
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と
宛
と
し
て
)
に
一
言
葉
し
て
く
だ
き
い
e

か
ら
料
制
緩
を
附
時
点
?
る
子
市
聡
で
す
。
ジ
と
な
っ
て
、
閣
波
紋
民
以
外
的
殺
が
、
主
つ
に
、
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な
ど

ι入
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、
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を
記
事
安
調
閉
め
聞
出
将
位
骨
骨
単
位
辻
、
会
ピ
ン
、

先
に
、
広
組
担
十
月
十
六
毘
H
琴

で

お

知

ら

せ

し

た

よ

う

に

、

疫

棄

物

(

ゴ

ミ

な

ど

〉

に

つ

い
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の

条
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後

玄

さ
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、

来
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五
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か
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新
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施

行

さ

れ

ま

す
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、

ゴ
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け
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、

山

出

し

方

、

集
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を

、

大

絡
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ま
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で
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で

以
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プラスチック!ま
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年末調整あれこれ
口税の笠知識ロ

行
唱
は
義
男
ず
に
副
主
行
き
ま
す
。

あ
な
だ
に
品
開
v
っ
と
私
の
決
泌
ガ
ぐ
ら
つ

き
そ
う
だ
か
ら
。
そ
ん
な
C
健
か
な
い

で
く
疋
注
い
。
私
だ
っ
て
本
当
は
齢
別
な

だ
と
察
し
だ
い
。
で
も
、
皇
ち
す

る
の
が
一
穣
廷
と
思
い
荻
神
明
。
そ
し
て

い
つ
か
態
っ
と
あ
な
段
位
畿
ん
で
も
ら

え
あ
自
が
く
る
0
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4制
は
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ー
し
て
い
る

の
で
ザ
。
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は
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棚
附
め
議
総
必
然
絞
れ
村
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か
ら

蜘
嬰
mL護
側
か
議
る
の
が
枕
警
交

や
如
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し
い
綴
は
そ
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総
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絞
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総
ガ
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事
由
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額

一

三

血

相

は

税

金

と
ニ
ろ
で
智
さ
ん
、
年
末
捌
桝
畿
は
お

械
で
す
か
。
発
見
伸
一
給
制
作
か
ら
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し
引

か
れ
て
い
る
税
金
に
は
、
所
得
税
と
怒

民
税
が
島
り
ま
す
a

い
ず
れ
も
年
末
謁

登
で
決
定
き
れ
ま
す
e

た
だ
し
、
確
定

申
告
を
す
る
と
そ
れ
で
決
定
さ
れ
ま
す
a

所
得
税
は
、
今
年
の
十
二
男
で
税
金
の

遜
不
足
を
調
獲
さ
れ
、
住
民
税
は
翌
年

六
発
か
ら
釜
L
お
か
れ
ま
す
。
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整
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の
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後
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ハ
ハ
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キ
マ
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ラ
ム
を
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開
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し
て
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ま

と
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あ
な
た
と
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訴
を
一

線
終
で
、
止
の
い
ず
れ
か
い
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を
い
い
ま
す
。
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前
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舟
が
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っ
た
〈
な
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っ
た
入
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②
銭
札
口
約
勤
労
に
よ
る
給
与
所
得
、

業
所
開
博
、
調
臨
機
所
得
ま
た
は
‘
協
樺
ゆ

(
以
下
『
勤
労
協
同
得
」
と
い
い
ま
ム

ド
い
付
で
、
そ
丹
念
針
金
属
酬
が
一
一
十
官

以
下
の
へ

総
持
官
将
廿
紛
蛸
押
だ
け
の
機
合
は
、
給
与
の

総
入
金
制
制
〈
綾
部
滋
誕
念
脇
村
抑
制
後
跡
慨
を

品
流
行
る
公
的
別
部
ム
就
い
い
つ
い
て
は
、
鋭
敏

後
肉
食
側
側
)
が
七
十
方
的
以
下
小
、
為
れ

ば
よ
い
こ
と
ね
な

ηま
す
お

総
批
間
労
品
問
機
以
外
的
滋
備
問
〈
消
絞
殺
、

創
刊
ザ
サ
ま
た
は
鋭
幾
総
終
盤
可
〉
村
九
時
刊
で
そ

の
会
針
金
柑
棋
が
十
万
夜
以
下
的
人
e

め
齢
制
労
品
問
符
と
そ
れ
以
外
的
削
問
符
の
一
闘

方
が
あ
る
人
で
‘
齢
制
労
減
幅
押
め
に
分
的

…
的
金
面
制
と
そ
れ
以
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的
協
同
蝿
刊
の
A
m此貯

金
額
が
+
万
m
門
目
以
下
内
人
命

殺
迭
は
、
パ
i
'
?
で
脳
間
〈
務
事
ん
も

多
い
そ
s

ヲ
で
す
。
も
つ
一
度
確
認
し
て
、

古
正
し
い
年
来
銭
前
監
を
し
て
く
だ
さ
い
e

間
開
会
せ
は
、
税
務
署
、
ま
た
は
世
相
役

器
開
ま
で
。
ま
た
、
年
内
に
住
所
が
変
わ

っ
た
場
合
に
も
、
忘
れ
ず
に
、
変
蚕
麗

げ
を
お
し
て
〈
だ
さ
る
主
ヲ
お
顎
い
し

ま
す
勿し

た
かそ

的

絵

来

、

四

%

と

舎
な
い
こ
と
が
わ
か
り
h
f
I
月
か
h
は、

安
務
開
副
総
践
に
奴
姦
し
ま
寸
。

A写実上不型軽ゴミ
l，160kgを隷釜 俳写
奏中 金書毒祭iま*'120;;'品、
どン、ガラス努iがき20
%でしたが、殺す子ゴミ

i主、わずか4%、残存
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鼠
以
品
川
阿
国
間
稲川出
伝
平
識
不

議事若手丹1.16日発行(2) 

山
地
中
で
ゴ
ミ
を
捻
て
る
と
い
っ
た
不
時
事
家
機
ゴ
ミ
的
緩
め
カ
は
、
術
的
余
命
議
一
綴
M
M
後
‘
制
割
れ
ぎ
ラ
ス
は
、
プ
ラ

投
議
走
行
い
、
公
共
的
場
所
〈
公
開
酬
や
域
に
つ
い
て
、
閣
制
叩
一
際
的
ス
テ
i
ン
ヲ
ス
チ

y
p答
申
搬
を
醐
抗
出
摘
し
ま
す
今
袋
、

滋
路
な
ど
〉
を
非
衛
生
約
に
し
た
り
、
翁
ン
総
n
H
戦
術
織
と
な
り
ま
す
命
ヅ
ラ
ス
チ

ypi容
線
、
ふ
阻
臼
車
尚
一
端
組
明
者

交
通
を
防
げ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
‘
血
帯
階
部
総
ゴ
ミ
的
中
に
‘
棋
風
捕
時
お
よ
ぴ
ど
は
情
炎
相
時
間
制
緩
開
凶
品
格
に
泌
が
貸
与
し

し
か
も
、
営
業
…
号
、
ミ
が
、
多
醐
臓
に
お
縦
一
ず
と
ふ
浪
人
零
れ
て
い
る
絡
会
一
は
ま
す
。

き
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
@
収
薬
し
ま
せ
ん
の
で
ご
総
意
〈
ど
惑
い
。
事
会
紙
、
滋
総
数
伐
と
そ
で
絡
が

i

l

ざ

っ

か

い

総

な

ど

で

飛

ば

な

い

よ

う

に

、

ま

た

、

資

源

の

回

収

、

雑

芥

ゴ

ミ

の

あ

き

さ

や

ピ

ン

は

、

豊

星

雲

ー

、

ー

と

な

ど

し

て

‘

ゃ

に

山

内

務

総

が

酬

明

ら

な

い

抑

制

集

は

こ

う

な

れ

ソ

ま

す

き

に

令

各

毒

薬

殺

し

て

〈

ぎ

金
属
類
、
ピ
ン
、
ガ
ラ
ス
類
、
古
紙
、
入
す
る
か
、
名
札
を
つ
け
て
出
し
て
く
い
e

家

警

て

み

出

し

方

、

日

時

fdf祝
辞
七
九
十
日
計
十
一
一
三
資
重
苦
ン
ヴ
ペ
ベ
い
い
わ
れ
九
三

め

方

拡

こ

う

な

り

ま

す

た

聾

望

書

、

票

、

草

す

る

a

全

書

官

は

、

事

霊

是

蕊

く

だ

さ

い

m

、
時
、
方
法
で
出
し
て
〈
だ
さ
い
。
表
に
よ
り
、
足
二
題
、
総
廷
で
議
定
し

き
と
章
、
蓄
と
し
て
司
内
総
本
堤
ゴ
ミ
を
出
す
場
所
は
そ
れ
血
申
貴
重
富
語
、
各
室
か
ら
ま
す
。

t

資

源

、

雑

套

ミ

の

流

れ

が
議
み
え
る
さ
一
よ
梢
棋
を
健
闘
で
司
を
初
学
量
産
民
だ
け
が
照
知
す
出
港
れ
た
資
源
的
中
に
て
が
混
入
さ
品
全
線
お
よ
び
協
紅
茶
ゴ
ミ
の
義
務

縫
い
い
法
務
総
務
総
入
す
る
か
、
名
札
を
れ
ば
殺
絞
は
本
ー
描
慌
の
も
や
と
な
り
ま
す
。
れ
な
い
主
?
に
管
穫
し
、
隠
絞
築
審
に
寸
前
は
、
源
問
問
と
し
て
由
民
治
会
、
ま
た
は

付
け
て
く
だ
事
い
e

ニ
れ
は
、
殺
桜
が
緩
い
で
あ
る
と
L
C

兜
り
抽
惜
し
ま
す
旬
授
は
期
間
開
校
間
出
体
が
五
十
澄
融
市
{
塚
則
的
と

晶
子
文
字

1
3ン
〈
護
が
む
滋
に
‘
手
、
総
て
然
的
イ
メ
l

a

思
ず
毛
筆
ゴ
ミ
と
宛
と
し
て
)
に
一
言
葉
し
て
く
だ
き
い
e

か
ら
料
制
緩
を
附
時
点
?
る
子
市
聡
で
す
。
ジ
と
な
っ
て
、
閣
波
紋
民
以
外
的
殺
が
、
主
つ
に
、
袋
な
ど

ι入
れ
、
名
前
を
記
事
安
調
閉
め
聞
出
将
位
骨
骨
単
位
辻
、
会
ピ
ン
、

先
に
、
広
組
担
十
月
十
六
毘
H
琴

で

お

知

ら

せ

し

た

よ

う

に

、

疫

棄

物

(

ゴ

ミ

な

ど

〉

に

つ

い

て

の

条

例

が

後

玄

さ

れ

、

来

年

五

月

か

ら

新

条

例

が

施

行

さ

れ

ま

す

。

こ

れ

に

伴

い

、

ゴ

ミ

の

分

け

方

、

山

出

し

方

、

集

め

方

を

、

大

絡

に

変

更

し

ま

す

の

で

、

今

ま

で

以

上

の

ご

淫

鯵

と

ご

協

カ

を

お

綴

い

い

た

し

ま

す

。

閣ごみの分け方はこう変わりますホ
!日

iiTI台 所ゴミ I~ I古所ゴ，・H ・…料理(ず、残飯をど

号、j紙 ( ず|添|紙(ず ちり紙など資源として利用できないれ)

ミ!本 〈 ず|庭|本〈ず‘'・……わ十(ず、糊H1、棒切れ、絵本など
ブ|プラスチ yタゴシー・包装ピニーン、プラスチッ夕、容器、ウレタン、発j担スチロールなど

皮，ゴム(ず……度革、ゴム製品、化学横綾鎖をど

東!I!えるゴiで、しかも長さぬ問、街l伝説以下のもの

陶器類“・.........某わん、盟、

特殊fラス〈ず・…jEびん、レンズ、サングラス、鏡、電球、けい光灯、

持殊fラえ(ず

その絶…………乾電泊、ベイント虫ミすなど

金属m.....……"ア寺会ン、まえ;菜、アルiニューム、決議機、;会議様、
ートノ〈イをどの金属類

どン・ifラぇ類宅れ"すべてのどン、ガラス類

{ただし?寺球ガラスiよ議きます}

さS長・き議緩m.…a宗務銭、ち援をま、ダンぷ-1¥" ï主義、事切れ、ウ… I~、めんなどめ

き量鐙i霊

コ
金

夜・ゴム〈す

暴

砂ゴミの孝重要義;主、務者室、 "f主意ブミ、不燃::1'ミとなってい

ますが、それぞれ、家援護ゴミとき撃かいごTミiこ分iすます翁

怪プラスチ yクブミ、 Eをブムくずは、警察露連ニプミとしてEち

してください。

'"幾かいゴミと撃を綴i立、軍奇i療室主i双Bにおしてく fどきい。

酔従来、電設火二fミとし，てi波書長していたタン久、ベッド、

ソファーなどの火慾ブミは、員長銀総、 /J、警警務をi謹とて号i
取りを依革質するか、もしくは、クリ…ンセンタ恥叫に尾翼iす

出て、その指定誌に従って絡線してください。

議選主・Ii畿綾li憲

プラスチック!ま
台所ゴミと一語!こ

年末調整あれこれ
口税の笠知識ロ

行
唱
は
義
男
ず
に
副
主
行
き
ま
す
。

あ
な
だ
に
品
開
v
っ
と
私
の
決
泌
ガ
ぐ
ら
つ

き
そ
う
だ
か
ら
。
そ
ん
な
C
健
か
な
い

で
く
疋
注
い
。
私
だ
っ
て
本
当
は
齢
別
な

だ
と
察
し
だ
い
。
で
も
、
皇
ち
す

る
の
が
一
穣
廷
と
思
い
荻
神
明
。
そ
し
て

い
つ
か
態
っ
と
あ
な
段
位
畿
ん
で
も
ら

え
あ
自
が
く
る
0

・C
4制
は
儀
ー
し
て
い
る

の
で
ザ
。
私
は
、
棚
附
め
議
総
必
然
絞
れ
村
ん
か
ら

蜘
嬰
mL護
側
か
議
る
の
が
枕
警
交

や
如
い
し
い
綴
は
そ
の
泌
総
綴
絞
殺
じ
お

紛
け
し
獄
畔
va
ゆ

mだ
い
織
は
私
が
織
に

な
円
余
し
よ
な
一
o
・s・
-
@
そ
れ
ガ
~
臥
制

校
風
鳴
り
続
け
て
く
れ
る
あ
な
だ
へ
の

鰍
進
じ
。ω章常
総
ガ
怒
れ
い
で
雪
。
ど
う
ガ
、

事
由
T
A

額

一

三

血

相

は

税

金

と
ニ
ろ
で
智
さ
ん
、
年
末
捌
桝
畿
は
お

械
で
す
か
。
発
見
伸
一
給
制
作
か
ら
幾
し
引

か
れ
て
い
る
税
金
に
は
、
所
得
税
と
怒

民
税
が
島
り
ま
す
a

い
ず
れ
も
年
末
謁

登
で
決
定
き
れ
ま
す
e

た
だ
し
、
確
定

申
告
を
す
る
と
そ
れ
で
決
定
さ
れ
ま
す
a

所
得
税
は
、
今
年
の
十
二
男
で
税
金
の

遜
不
足
を
調
獲
さ
れ
、
住
民
税
は
翌
年

六
発
か
ら
釜
L
お
か
れ
ま
す
。

李
会
整
で
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た

い
の
は
、
扶
養
捻
燥
で
す
。
扶
養
家
族

雑草
11 芥t

hて
ぜ問問
え収制

抗
告f
た
め

き
る
十
月
オ
ヤ
為
自
曳
ク
リ
;
ン
セ
ン

タ
i
出
川
で
、
一
一
八
後
畿
、
ヌ
ス
予
i

ョ
ン
か
均
出
帆
議
L
た
不
燃
ゴ
ミ
.
一

ん
ハ
ハ
〉
キ
マ
ク
ラ
ム
を
網
開
棄
し
て
み
ま

と
は
、
あ
な
た
と
生
訴
を
一

線
終
で
、
止
の
い
ず
れ
か
い

人
を
い
い
ま
す
。

③
前
同
舟
が
ま
っ
た
〈
な
か
っ
た
入
。

②
銭
札
口
約
勤
労
に
よ
る
給
与
所
得
、

業
所
開
博
、
調
臨
機
所
得
ま
た
は
‘
協
樺
ゆ

(
以
下
『
勤
労
協
同
得
」
と
い
い
ま
ム

ド
い
付
で
、
そ
丹
念
針
金
属
酬
が
一
一
十
官

以
下
の
へ

総
持
官
将
廿
紛
蛸
押
だ
け
の
機
合
は
、
給
与
の

総
入
金
制
制
〈
綾
部
滋
誕
念
脇
村
抑
制
後
跡
慨
を

品
流
行
る
公
的
別
部
ム
就
い
い
つ
い
て
は
、
鋭
敏

後
肉
食
側
側
)
が
七
十
方
的
以
下
小
、
為
れ

ば
よ
い
こ
と
ね
な

ηま
す
お

総
批
間
労
品
問
機
以
外
的
滋
備
問
〈
消
絞
殺
、

創
刊
ザ
サ
ま
た
は
鋭
幾
総
終
盤
可
〉
村
九
時
刊
で
そ

の
会
針
金
柑
棋
が
十
万
夜
以
下
的
人
e

め
齢
制
労
品
問
符
と
そ
れ
以
外
的
削
問
符
の
一
闘

方
が
あ
る
人
で
‘
齢
制
労
減
幅
押
め
に
分
的

…
的
金
面
制
と
そ
れ
以
外
的
協
同
蝿
刊
の
A
m此貯

金
額
が
+
万
m
門
目
以
下
内
人
命

殺
迭
は
、
パ
i
'
?
で
脳
間
〈
務
事
ん
も

多
い
そ
s

ヲ
で
す
。
も
つ
一
度
確
認
し
て
、

古
正
し
い
年
来
銭
前
監
を
し
て
く
だ
さ
い
e

間
開
会
せ
は
、
税
務
署
、
ま
た
は
世
相
役

器
開
ま
で
。
ま
た
、
年
内
に
住
所
が
変
わ

っ
た
場
合
に
も
、
忘
れ
ず
に
、
変
蚕
麗

げ
を
お
し
て
〈
だ
さ
る
主
ヲ
お
顎
い
し

ま
す
勿し

た
かそ

的

絵

来

、

四

%

と

舎
な
い
こ
と
が
わ
か
り
h
f
I
月
か
h
は、

安
務
開
副
総
践
に
奴
姦
し
ま
寸
。

A写実上不型軽ゴミ
l，160kgを隷釜 俳写
奏中 金書毒祭iま*'120;;'品、
どン、ガラス努iがき20
%でしたが、殺す子ゴミ

i主、わずか4%、残存
はほとんどプラスチッ
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け
打
什

H
I一
一
さ
勺
て
い
る
官
削
減
敏
夫
さ
ん
の
認
を
%
に
‘
め
鑑
別
し
惑
で
す
ね
。
四
間
色
時
に
は
な
い
義

弘
紘
沿
修
正

3

ご

み

れ

ん

。

吋

引

献

し

ま

も

な

い

あ

る

夜

、

ァ

ォ

し

さ

で

す

U

と
、
閣
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な

/
総
喝
事
己
官
問
機
さ
ん
は
、
も
と
も
と
府
然
が
静
バ
ズ
ク
(
ふ
く
ろ
う
科
)
め
ホ

l
ホ
、
が
ら
鵡
阿
る
D

.
川
沿
沢
市
川
叩
き
で
、
山
去
り
が
鵠
昧
だ
〉
た
が
、
大
ホ

i
ホ
と
い
っ
鳴
き
簡
を
問
問
き
ま
し
て
我
孫
子
野
勾
を
守
る
会
は
、
判
明
在
、

今
年
も
、
ヵ
モ
を
は
し
い
い
的
、
事
裁
約
講
を
明
っ
て
か
ら
、
ぞ
れ
が
で
き
な
く
ね
、
あ
;
、
い
い
所
に
来
た
‘
と
つ
く
一
一
i
c名
絞
め
会
災
が
い
る
。
ま
と
め

に
も
多
く
の
凝
り
燃
が
や
当
て
き
た
。
な
り
あ
る
川
口
、
友
人
か
ら
採
R
司
会
に
づ
〈
緩
い
ま

L
た
い
守
で
も
‘
家
か
ら
、
る
の
は
大
殺
で
す
ね
ヲ

ムγ
附
闘
は
、
野
良
吋
を
え
守
っ
て
一
二
1
年
、
議
わ
れ
、
々
の
来
L
さ
を
知
っ
た
と
い
カ
モ
が
絞
れ
を
な
し
て
飛
ぶ
姿
が
交
え
明
い
や
、
ど
札
て
も
気
軽
仁
事
し
め

一
絞
殺
、
決
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
的
制
会
と
そ
の
後
、
(
財
)
宗
本
齢
制
潟
め
会
ゐ

2
ぃ

、

て

る

会

の

¥

山

昔

、

と

て

も

叙

気

あ

い

あ

い

ー
一
致
ヘ
広
報
今
均
一
ロ
ロ
品
つ
に
制
緩
中
め
に
入
り
ヘ
監
事
場
合
で
つ
と
め
み
げ
た
鈴
宮
司
J
v
h

日
凡
る
楽
し
さ
は
?
叶
な
ん
に
や
三
に
ま
す
よ
。
小
学
ぶ
交
み
か
ら
、

一
ぷ
科
孫
子
の
野
島
L

m

唱和
m
出
十
七
年
に
、
丸
山
齢
制
ぬ
小
浅
く
と
い
っ
て
も
、
い
き
い
患
と
L
た
刑
判
向
片
山
ヒ
ロ
設
ま
で
、
実
は
相
マ
ナ
が
ぬ
ま
た
、

。

』

剛

一

1
/
野
革
、
別
設
の
専
門
家
も
い
て
そ
れ

蜘

山

川

円

守

れ

や

政

き

ヰ

ふ

t
て
、
手
と
ま
り
の

野

士

会

に

な

ぞ

い

ま

す

U

会
開
館
山
町
サ
キ
射
殺
阿
川
績
に
つ
い
て
は

/
パ
ヲ
「
自
分
い
か
、
校
む
と
け
で
も
、
白
然

aV
鮪
凶
引
に
つ
な
が
勺
ぜ
い
る
え
で
す
ー
む

レ
い
す
か
と
い
ザ
オ
ね
り
で
も
、
主
ん
と
か

般

盟

主

が

揺

か

っ

た

も

の

か

も

い

橋合間

司事
耀空3
~L 
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